
交差点改良
の推進

実施状況の

検証

指標 交差点改良箇所数

実施状況 １箇所（相原台交差点右折レーン設置）

モニタリング

指標の変化

指標 改良箇所を含む路線の混雑時所要時間

基準値 ５４分（三ヶ木～橋本駅北口間実測値）

実績値

５０分（交通事業者データ）

（Ｈ25.9.13の7～8時の間の平均所要時

間）

※Ｈ24の同条件での平均所要時間は５２

分

評価（案）

渋滞状況や天候等の条件により、運行所要時間の
違いは生じる可能性があるものの、所要時間が短縮
し、速達性の向上が図られたことを踏まえ、定時性の
向上に向けた取り組みを期待する。

施策実施状況の評価（平成２５年度）施策実施状況の評価（平成２５年度）
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ターミナル等
での乗り継ぎ
の円滑化

実施状況の

検証

指標 施設の新設・改良箇所数

実施状況

新設：田名バスターミナル

改良：橋本駅南口駅前広場（供用開

始）

モニタリング

指標の変化

指標
運行情報提供設備導入率（設置候補

箇所数に対する導入箇所の割合）

基準値 ０％

実績値

7.1％（バスターミナル及びサブターミ

ナル14箇所中、田名バスターミナル

に１箇所設置）

評価（案）

乗継に伴うバス利用者の負担感の軽減を図るた
めにも、各ターミナル等にも早期に導入するよう
整備計画を策定し、あわせて、導入後の検証に
ついても取り組む必要がある。
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Ｈ22.6月

Ｈ18.11月

Ｈ26.3月
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田名バスターミナル
乗降バース等の配置図
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田名バスターミナル
バス運行情報案内表示機
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バスロケーショ
ンシステムの
機能向上

実施状況の

検証

指標 システムの改善有無

実施状況 有（Ｈ25.3.25からリニューアル）

モニタリング

指標の変化

指標
バスロケーションシステムへのアク

セス数

基準値 ２，９２１件／日（平成２１年実績）

実績値
１１，９１１件／日（平成２５年実績）

（６，９０９件／日（平成２４年実績））

評価（案）

サーバの増強により繋がりにくさの解消やス
マートフォンサイトの開設など、システムのリ
ニューアルによりアクセス数が増加し、バス待ち
環境の快適性の向上が図られた。
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ターミナル

施設の整備

実施状況の

検証

指標 施設の新設・改良箇所数

実施状況
新設：田名バスターミナル

改良：橋本駅南口駅前広場

モニタリング

指標の変化

指標 バスターミナル施設利用者

基準値
７１，５００人（ターミナルに位置付けら

れている10箇所の乗降者数）

実績値

６０，４０１人（H24.4.19）

６２，６９０人（H25.4.18）

※現金とICの利用者数

評価（案）

昨年同時期と比較して利用者は増えているため、
施設整備の効果があったと評価する。今後も、拠
点施設の機能向上を図り、バス待ち環境の安全
性・快適性の向上に取り組むことを期待する。
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ＩＣカード

乗車券の

普及・利用
促進

実施状況の

検証

指標 普及に向けた取組実施回数

実施状況 有

モニタリング

指標の変化

指標
現金支払い者とＩＣカード乗車券利用

者の比率

基準値 ７１．１８％

実績値
７６．９３％

（Ｈ２４年度：７４．８３％）

評価（案）
ＩＣカードの普及率は上昇していることから評価で
きる。今後はＩＣカードの普及促進策の充実を図り、
さらなる普及率の向上に取り組むことを期待する。
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中乗り前降り
方式の導入

実施状況の

検証

指標 中乗り前降り方式導入路線数

実施状況 有

モニタリング

指標の変化

指標 導入路線の混雑時所要時間

基準値

導入時に調査

４５分（相２５系統）

※Ｈ25.6の平日の1日（晴れ）平均所

要時間

実績値

４３分（相２５系統）

※Ｈ26.6の平日の１日（晴れ）平均

所要時間

評価（案）
調査時の道路の渋滞状況やバス利用者の乗降
人数などにより、変動要素はあるものの、速達
性の向上により、乗降等の円滑化が図られた。
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啓発講座等
の実施

実施状況の

検証

指標 啓発活動実施回数

実施状況 12回（小学校8回・高齢者向け4回）

モニタリング

指標の変化

指標 利用方法、運行意義の理解度

基準値 アンケートの実施

実績値

Ｈ25.11.6に大野北地区において開催

された交通安全ゲートボール大会の

休憩時間等を利用して乗り方教室（参

加者７６名）を実施

評価（案）

アンケートの回答76人（回答率100％）の内、今回
の乗り方教室が「とても役立つ」が36.8％、「役立
つ」が55.3％と９割が役立つと回答しており、バス
利用の促進に向け成果をあげられたと評価する
とともに、今後も継続的に啓発活動に取り組む必
要がある。
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ノンステップ

バスの導入

実施状況の

検証

指標 ノンステップバスの導入台数

実施状況 １台

モニタリング

指標の変化

指標

対象路線でのノンステップバス運

行比率

（対象路線：大54、大53、相25、

相05、相02、相31、相21の7

系統）

基準値 ２１．２３％

実績値
２１．０４％

（平成24年度は20.24%）

評価（案）

平成２４年度実績より0.8％上回ったものの、
基準値より下回った結果を踏まえ、市の支援
と交通事業者の連携により、導入率の向上
に向けた努力が必要である。
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マイカーから
の転換促進

実施状況の

検証

指標 ＴＤＭの実施の有無

実施状況 有

モニタリング

指標の変化

指標

マイカーからの転換率

（ＭＭの実施により車利用を控えよ

うと思う人の割合）

基準値 実施時に調査

実績値

33% （Ｈ25大野北地区住民ＭＭ）

（配布4,611、回収1,024、回収率

22.2%）

評価（案）

過去に実施した地区（下九沢・西橋本地区51％、
城山地区46％）と比較すると、車利用を控えよう
と思う人の割合が低いことから、マイカーから公
共交通への転換を促進する取り組みが必要で
ある。

12


